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１．はじめに

　近年，発達障害を有する本人・当事者の手記が数多く出版され，これまで周囲から本人の「わがまま」「自
分勝手」などと誤解されていたことが，発達障害者が有する「感覚情報調整処理障害（感覚の過敏・低反応，
感覚統合障害）」や身体症状などの身体問題に大きく起因していることが次第に明らかとなり，そうした身体
問題の実態と支援について，発達障害の本人・当事者調査を通しての解明も着手されている（髙橋・増渕：
2008，山下・田部・石川・上好・至田・髙橋：2010，髙橋・石川・田部：2011，髙橋・田部・石川：2012，
髙橋・井戸・田部・石川・内藤：2014）。
　さて，主要な感覚情報調整処理障害の一つに「皮膚感覚の過敏・低反応」がある。皮膚感覚は，生物進化の
早い段階から備わっていると考えられる原始感覚と，意識的に触ってその特徴を認識することができる識別感
覚という 2種類の働きに分かれており，原始感覚と識別感覚から得た情報を使って身体各部の認識，行為機
能，情緒の安定，社会的能力等の様々な力を発達させていく（クラノウィッツ：2011）。
　このような重要な役割を担う皮膚感覚は，古くから五感の一つとして認められていたが，最も分かりにくい
感覚であるとされてきた。しかし，近年研究が進み，表皮自体に脳と同じ情報処理機能の存在があることな
ど，皮膚と脳の共通点が次々と発見されている（傳田：2005，2007，2013）。これらは，皮膚が発生学的には
脳や中枢神経系と同じく外胚葉から形成され，その広い面積で外界からの刺激を知覚することに由来するので
はないかと考えられている。また，皮膚に分布している感覚受容器から知覚される外界の刺激は，脊髄から間
脳を経て大脳皮質に至り認知される一方で，大脳辺縁系，視床，視床下部，脳下垂体へと刺激が伝わり，情動
や自律神経系，免疫系，内分泌系に影響を与えることが分かってきた。したがって皮膚への刺激が心と体の両
面に影響を与えると考えられる（山口：2004）
　このように皮膚感覚に関する研究が進められ，そのメカニズムが徐々に明らかにされ始めている。皮膚感覚
に関して発達障害の本人・当事者の手記に着目すると，皮膚感覚に関する多様な困難の実態が浮かび上がって
くる。例えば，アスペルガー症候群の当事者であるニキ・リンコ／藤家寛子（2004）は「雨やシャワーが痛
い」「肩をたたかれただけで悲鳴を上げるくらい驚いた」と述べ，自閉症当事者のドナ・ウィリアムズ（2000）
は「どんな触れられ方であれ痛いと感じ，怖かった」と触覚の過敏さを挙げている。
　ジェーン・エアーズ（A. Jean Ayres, 1983）は触覚に対する過敏さを触覚防衛とよび，その背景として，通常
は皮膚から脳への二つの伝導路のうち識別感覚系は原始感覚系が暴走しないようにブレーキをかける仕組みが
備わっているが，原始感覚系と識別感覚系が脳の中で統合されていないために，本能的・防衛的な原始感覚系
の働きが随所で現れてしまうことに起因するとした。そして，学習障害児の注意の散漫さや，落ち着きのな
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さ，すぐに怒りだすといった様子と触覚に対する過敏さとの間に密接な関係があると考えた。触覚識別能力の
改善のためには，ボールプール，粘土あそびやフィンガーペインティングなど能動的触覚体験を積む活動が行
われている（岩永：2010，2014）。
　また動物学者であり，自ら「締めつけ機」を開発した自閉症当事者であるテンプル・グランディンは「締め
付け機の圧迫感を受け入れると鎮静と安心感が広がる」と述べ（テンプル・グランディン，マーガレット・
M・スカリアーノ：1994），アスペルガー症候群当事者のトーマス・A・マッキ―ン（2003）は「体に常に走っ
ている弱い痛みに対処するために圧迫を渇望している」と特有の身体感覚を訴え，その対応として圧迫刺激を
求めている。
　これに関連して，発達障害児のタッチケア，マッサージに関する研究が行われ，皮膚感覚に対する刺激の効
果（社会性やコミュニケーション，睡眠障害などの改善）が報告されている（越野：2010）。例えばFieldら
（1998）は，ADHDの青年がマッサージセラピーから得る効果を多動傾向の減少や「より心地よくなった」と
いう本人評価から報告した。また皮膚と皮膚の接触によるコミュニケーションであるタクティールマッサージ
が広く流布しているスウェーデンにおいて，Von Knorringら（2008）が自閉症の就学前の子どもへのマッサー
ジを12カ月にわたって行い，子どもたちは次第に触れられることによる心地よさを体験し，相互に受け入れ，
楽しむ様子が見られたことから，身体問題や社会性・攻撃性において効果があることを示した。
　マッサージにより副交感神経が優位になり，安心感や穏やかさがもたらされるとコルチゾールの減少による
ストレスの緩和，神経伝達物質のセロトニンやドーパミンの増加，オキシトシンが全身をめぐることなどが研
究されてきている（Field：2010）。
　このように，皮膚の働きやそのメカニズムに関して，またマッサージ等の皮膚感覚への刺激の効果について
研究が進められ，皮膚は外界と自己をつなぎ，情動や自律神経系，免疫系，内分泌系にも大きな影響を与える
ことが徐々に明らかになってきている。しかし，発達障害の本人が抱えている皮膚感覚の各種の困難・ニーズ
や求めている支援の検討は，ほとんどなされていないのが現状である。それゆえに本稿では，発達障害を有す
る本人への調査を通して，発達障害の本人が有する皮膚感覚に関する多様な困難・ニーズの実態や発達障害の
本人が求めている支援を明らかにしていく。

２．方　法

（1） 調査対象：発達障害（アスペルガー症候群，高機能自閉症，その他広汎性発達障害，LD，ADHD，軽度
の知的障害）の診断・判定された方で，発達障害についての認識・理解を有する高校生以上の当事者で
あり，自身の皮膚感覚に関する困難・ニーズを振り返って調査回答することが可能な方。東京学芸大学
の学部・専攻科・大学院に在学中で発達障害教育関係の講義を受講している学生にも同様の質問紙調査
を実施し，結果を比較検討した。

（2） 調査内容：A. 皮膚感覚の困難の実態に関する調査内容：①触覚（能動触，受動触），②圧覚，③温覚・冷
覚，④痛覚，⑤物理的距離。B. 皮膚感覚の困難の理解・支援に関する調査内容：①触覚（能動触，受動
触），②圧覚，③温覚・冷覚，④痛覚，⑤物理的距離。

（3） 調査方法：質問紙調査法。刊行されている発達障害者本人の手記をほぼ全て検討し，皮膚感覚に関して
どのような困難・ニーズを有しているのかを把握し，それらをもとに質問紙調査票「皮膚感覚の困難・
ニーズに関するチェックリスト」全211項目を作成した（文末の調査票を参照）。事前に，発達障害の本
人・当事者団体，発達障害支援関係団体などの協力を得ながら質問紙の妥当性についての検討をいただ
いた。調査結果の分析には，対象間の比較を行うためにχ2検定とオッズ比推定を用い，項目間の比較を
行うために残差分析を用いた。

（4） 調査期間：2012年11月～ 2013年 1 月。
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（5） 回収状況：発達障害の本人・当事者団体，発達障害支援関係団体などの協力を得ながら質問紙調査を実
施した。発達障害の診断・判定を有する本人124名（平均年齢25.6歳，男性93名，女性31名），東京学芸
大学の学部・専攻科・大学院に在学して発達障害教育関係の講義を受講している学生113名（平均年齢
22.9歳，男性28名，女性86名）から回答を得た。発達障害の診断・判定を有する本人124名の障害の内
訳（重複の場合を含み複数回答あり）は，アスペルガー症候群36名，高機能自閉症15名，その他の広汎
性発達障害37名，LD15名，ADHD20名，軽度の知的障害19名，その他14名である。

３．皮膚感覚の困難の実態に関する調査の結果

　「皮膚感覚の困難に関するチェックリスト」の結果を，発達障害本人と受講学生との大項目別のチェック率
の平均を比較すると，いずれの大項目においても，発達障害本人は受講学生に比べ，約 3倍から 8倍のチェッ
ク率となり，発達障害本人のチェック率が顕著に高いことが明らかとなった。最も平均チェック率の高い大項
目は物理的距離であり，発達障害本人と受講学生とのチェック率の平均との差が最も大きい大項目は圧覚の
8.3倍であった。

３．１　触覚に関する困難
３．１．１　能動触
　触覚における能動触（自ら触れるまたは無意識に触れているもの，他者から触れられる以外の接触）に関す
る調査項目全82項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も高かった項目は「032. 首にタグが触れるのは
ちくちくして耐えられない」25.0％，次いで「053. チョークの粉が苦手である」24.2％，「031. 服が濡れたとき
に肌に張り付くのはどうしても我慢できない」19.5％と続く。その他，「016. ウールの服のざらっとした生地
は，ちくちくと痛みを感じるからまったく着られない」「055. ぬるぬるした感触のものは苦手である」がとも
に16.4%，「054. ねとねとした感触のものは苦手である」「068. 食べ物の汁がちょっとでも口の周りや手先につ
くと，落ち着かず，いちいち拭かないと気がすまない」がともに15.6%と上位に入っている。さらに「038. ち
くちくした服が苦手だから，セーターというものは所持していない」「040. タイトなジーンズは履けない」
「069. 料理は好きだが，肉をさわったりすると，すぐに洗剤をつけて手を洗わないと気がすまない」がともに
14.8％と続いている。
　発達障害本人と受講学生のチェック率をχ2検定によって分析し，χ2値の高かった上位10項目をまとめたも
のを図２に示した。この10項目はいずれも 1％水準で有意差がみられた。χ2値の大きい項目ほど，発達障害本
人の有する皮膚感覚に関する困難・ニーズについて周囲からの理解が得られず，困難度も高いと考えられる。
　最も困難度の高かった項目は「031. 服が濡れたときに肌に張り付くのはどうしても我慢できない」16.8，次
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図 1　発達障害本人（上）と受講学生（下）との平均チェック率比較（％）
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いで「038. ちくちくした服が苦手だから，セーターというものは所持していない」15.5，「001. 髪の毛が肌に
わずかに触れても苦痛である」「035. ひだ飾り，紐，レース，ポリエステル，ワイヤー，ホック，フリルが嫌
い」がともに13.2であった。さらに「070. 濡れるのがとても苦手である」12.2，「030. 服がちょっとでもぬれ
たり汚れたりしたら我慢できない」12.0と続いている。
　オッズ比を用いて分析し，有意差が見られた項目に関して，オッズ比の上位10項目までを示したものが
図３である。最もオッズ比の高くなった項目は「001. 髪の毛が肌にわずかに触れても苦痛である」「035. ひだ
飾り，紐，レース，ポリエステル，ワイヤー，ホック，フリルが嫌い」がともに29.0であった。次いで「070. 
濡れるのがとても苦手である」26.8，「033. 服の裏の縫い目のでこぼこが痛い」22.4，「038. ちくちくした服が
苦手だから，セーターというものは所持していない」19.7，「024. 服の裏側に針みたいなのものがあり，ちく
ちくと肌に刺ささるような痛い感覚なため，着られない服が多数あった」11.7と続いている。その他，「015. 
純毛の衣服は我慢できない」，「019. ポリエステルの服が苦手である」がともに9.6と続き，衣類・装飾品など
に関する項目が多く挙がっている。
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３．１．２　受動触
　受動触（自分以外の他者から触れられる，接触されること）の調査項目全16項目のうち，本人のチェック
率が最も高かった項目は，「089. 後ろから突然肩を触れられたら背筋が凍りつくほど驚く」14.1％，次いで
「086. 軽く触れられると過剰にくすぐったくて辛い」10.9％となっている。その他，「090. 好きな人でも，肩を
抱かれるのも，手を繋がれるのも嫌である。体に触れられると思うと相手が誰であれ緊張する」「091. 初めて
の人と握手することができない」がともに7.8％と続いている。
　χ2検定の結果を示したのが図４である。最も困難度の高い項目は「086. 軽く触れられると過剰にくすぐっ
たくて辛い」8.2，次いで「089. 後ろから突然肩を触れられたら背筋が凍りつくほど驚く」8.1，「084. 一瞬触れ
られるだけでも電気が走ったようにビリッとなる」7.4と続いている。その他，「090. 好きな人でも，肩を抱か
れるのも，手を繋がれるのも嫌である。体に触れられると思うと相手が誰であれ緊張する」「091. 初めての人
と握手することができない」がともに6.7であった。図４で示した項目のうち上位 5項目が 1％水準，下位 3
項目は 5％水準で有意差がみられた。
　オッズ比を用いて比較した結果を示したものが図５であり，すべて 5％水準で有意差が出ている。最もオッ
ズ比が高くなったのは「090. 好きな人でも，肩を抱かれるのも，手を繋がれるのも嫌である。体に触れられる
と思うと相手が誰であれ緊張する」「091. 初めての人と握手することができない」9.6であった。次いで「088. 
肩を触られるのが異様に嫌いである」8.5，「086. 軽く触れられると過剰にくすぐったくて辛い」6.9と続いて
いる。
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３．２　圧覚に関する困難
　圧覚の調査項目全12項目のうちチェック率が最も高かったのは「110. 低気圧がくるときは空気がいつもよ
りも重く，全身にずっしりとまとわりつくように感じる」16.4％，次いで「106. ゴム手袋や指サックは嫌いで
ある」10.9％，「105. 毛糸のピッタリとした手袋はムズムズして気持ち悪くなり苦手である」9.4％となった。
その他，受講学生のチェック率0.0％である項目について，発達障害本人では「107. 靴下は痛い」5.5％，「100. 
パンツのゴムでさえ，全身の血がとめられるような感じがして苦しくなる」「104. ベルトはとても嫌いである」
「102. 帽子は痛い」がともに4.7％のチェック率であった。
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089. 後ろから突然肩を触れられたら背筋が凍りつくほど驚
く

084. 一瞬触れられるだけでも電気が走ったようにビリッと
なる

090. 好きな人でも、肩を抱かれるのも、手を繋がれるのも
嫌である。体に触れられると思うと相手が誰であれ緊張する

091. 初めての人と握手することができない

087. 顔に触れられるとパニックになる

088. 肩を触られるのが異様に嫌いである

083. どんな触れられ方であれ痛いと感じ、とてつもなく怖
い

図 4　受動触に関する困難のχ2値比較
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090. 好きな人でも、肩を抱かれるのも、手を繋がれるの
も嫌である。体に触れられると思うと相手が誰であれ緊張

する

091. 初めての人と握手することができない

088. 肩を触られるのが異様に嫌いである

086. 軽く触れられると過剰にくすぐったくて辛い

089. 後ろから突然肩を触れられたら背筋が凍りつくほど
驚く

図 5　受動触に関する困難のオッズ比比較
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　χ2検定の結果が図６である。「106. ゴム手袋や指サックは嫌いである」13.2が最も高く，次いで「110. 低気
圧がくるときは空気がいつもよりも重く，全身にずっしりとまとわりつくように感じる」9.1，「107. 靴下は痛
い」6.4，そして「100. パンツのゴムでさえ，全身の血がとめられるような感じがして苦しくなる」「102帽子
は痛い」「104. ベルトはとても嫌いである」「108. ストッキングは締め付けられ，足をかみつかれたように感じ
るから履かない」がいずれも5.5である。図６の項目は上位 2項目までが 1％水準で有意差があり，残り 6項
目は 5％水準で有意差がみられた。
　オッズ比を用いて比較した結果を示したものが図７である。最もオッズ比が高くなった項目は「106. ゴム手
袋や指サックは嫌いである」29.0，次いで「110. 低気圧がくるときは空気がいつもよりも重く，全身にずっし
りとまとわりつくように感じる」4.3，「105. 毛糸のピッタリとした手袋はムズムズして気持ち悪くなり苦手で
ある」3.8となった。図７の項目はすべて 5％水準で有意差がみられた。

３．３　温覚・冷覚に関する困難
　温覚・冷覚に関する調査項目全 7項目のうち，チェック率が最も高くなった項目は「116. 入浴の際，お湯の
熱さに慣れるまでしばらく時間がかかる」16.4％，次いで「112. 自分で体温調節をすることができない」
12.5％，「111. 外部と自分の身体との温度差に過剰に反応する」10.2％，「114. 暖房で体が温まると皮膚がかゆ
くなり不安になる」8.6，「115. おふろのお湯が普段より一度上がっていても体がかゆくなる」7.8となった。
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106. ゴム手袋や指サックは嫌いである

110. 低気圧がくるときは空気がいつもよりも重く、
全身にずっしりとまとわりつくように感じる。

107. 靴下は痛い

100. パンツのゴムでさえ、全身の血がとめられるよ
うな感じがして苦しくなる。

102. 帽子は痛い

104. ベルトはとても嫌いである

108. ストッキングは締め付けられ、足をかみつかれ
たように感じるから履かない。

105. 毛糸のピッタリとした手袋はムズムズして気持
ち悪くなり苦手である

図 6　圧覚に関する困難のχ2値比較
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106. ゴム手袋や指サックは嫌いである

110. 低気圧がくるときは空気がいつもよりも重
く、全身にずっしりとまとわりつくように感じ

る。

105. 毛糸のピッタリとした手袋はムズムズして
気持ち悪くなり苦手である

図 7　圧覚に関する困難のオッズ比比較
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　χ2検定による結果を示したのが図８である。「116. 入浴の際，お湯の熱さに慣れるまでしばらく時間がかか
る」15.1が最も高く，次いで「112. 自分で体温調節をすることができない」8.1，「111. 外部と自分の身体との
温度差に過剰に反応する」7.3となり，いずれも 1％水準で有意差がみられた。さらに，有意差 5％水準で
「115. おふろのお湯が普段より一度上がっていても体がかゆくなる」4.7，「113. 日光にあたると体がかゆくな
りとても不快になる」4.0が挙った。
　さらに，オッズ比を用いて比較した結果を示したものが図９である（いずれの項目も 5％水準で有意差がみ
られた）。最もオッズ比が高くなったものは「116. 入浴の際，お湯の熱さに慣れるまでしばらく時間がかかる」
11.0，次いで，「111. 外部と自分の身体との温度差に過剰に反応する」6.3，「112. 自分で体温調節をすること
ができない」5.3，「115. おふろのお湯が普段より一度上がっていても体がかゆくなる」4.7と続いた。

３．４　痛覚に関する困難
　痛覚の調査項目全10項目のうち，チェック率が最も高かった項目は「118. すり傷，切り傷，打ち身は日常
茶飯事だが，気づかない」15.6％，次いで「127. 身体のあちこちが常にかゆい」11.7％，「123. 注射をしても注
射針が体に刺さっている感じも痛みもあまり感じない」6.3％，「119. 教えてもらうまで痛みを感じたり，痛み
に気付くことができない」5.5％，「120. 大きなけがをしても痛みの感覚がなく，血が流れている感覚で気付く」
3.9％となった。
　χ2検定の結果，有意差が見られた項目を示したものが図10である。「127. 身体のあちこちが常にかゆい」
9.2が最も高く，有意差も 1％水準でみられた。次いで「118. すり傷，切り傷，打ち身は日常茶飯事だが，気
づかない」5.5，「123. 注射をしても注射針が体に刺さっている感じも痛みもあまり感じない」4.9となり，い
ずれも 5％水準で有意差がみられた。
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8.1

7.3

4.7

4.0

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

116. 入浴の際、お湯の熱さに慣れるまでしばら
く時間がかかる

112. 自分で体温調節をすることができない

111. 外部と自分の身体との温度差に過剰に反応す
る

115. おふろのお湯が普段より一度上がっていて
も体がかゆくなる

113. 日光にあたると体がかゆくなりとても不快
になる

図 8　温覚・冷覚に関する困難のχ2値比較
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116. 入浴の際、お湯の熱さに慣れるまでしば
らく時間がかかる

111. 外部と自分の身体との温度差に過剰に反応
する

112. 自分で体温調節をすることができない

115. おふろのお湯が普段より一度上がってい
ても体がかゆくなる

図 9　温覚・冷覚に関する困難のオッズ比比較
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　オッズ比を用いて分析した結果，5%水準で有意差が見られた項目は 2項目あり（図11），「127. 身体のあち
こちが常にかゆい」7.4が高く，次に「118. すり傷，切り傷，打ち身は日常茶飯事だが，気づかない」となった。

３．５　物理的距離に関する困難
　物理的距離に関する調査項目全 8項目のうち，チェック率の最も高い項目は「128. 人から近寄られるのは好
きではない」24.2％，次いで「129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦痛である」21.2％，「135. 混雑した
場所では，人や物をうまくよけられずにぶつかったり，足を踏まれたりする」20.3％，「133. 相手の空間に入
り込んでいることに気づかずに，相手に近寄りすぎることがある」15.6％，「134. 人との物理的距離感がわか
らずにぶつかってしまう」13.3％と続いている。
　χ2検定の結果を示したものが図12である。「129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦痛である」16.7
が最も高く，次いで「133. 相手の空間に入り込んでいることに気づかずに，相手に近寄りすぎることがある」
11.8，「135. 混雑した場所では，人や物をうまくよけられずにぶつかったり，足を踏まれたりする」7.5，「128. 
人から近寄られるのは好きではない」6.7となり，これらは 1％水準で有意差がみられた。また「134. 人との
物理的距離感がわからずにぶつかってしまう」5.8は，有意差が 5％水準でみられた。
　オッズ比を用いて分析した結果が図13である。上から順に「129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦
痛である」7.4，「133. 相手の空間に入り込んでいることに気づかずに，相手に近寄りすぎることがある」6.9，
「134. 人との物理的距離感がわからずにぶつかってしまう」3.3，「135. 混雑した場所では，人や物をうまくよ
けられずにぶつかったり，足を踏まれたりする」3.0，「128. 人から近寄られるのは好きではない」2.5の順と
なっている。これらは，すべて 5％水準で有意差がみられた。
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127. 身体のあちこちが常にかゆい

118. すり傷、切り傷、打ち身は日常茶飯事だ
が、気づかない

123. 注射をしても注射針が体に刺さっている
感じも痛みもあまり感じない

図10　痛覚に関する困難のχ2値比較
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127. 身体のあちこちが常にかゆい

118. すり傷、切り傷、打ち身は日常茶飯事だ
が、気づかない

図11　痛覚に関する困難のオッズ比比較
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129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦痛である

133. 相手の空間に入り込んでいることに気づかずに、相手
に近寄りすぎることがある

135. 混雑した場所では、人や物をうまくよけられずにぶつ
かったり、足を踏まれたりする

128. 人から近寄られるのは好きではない

134．人との物理的距離感がわからずにぶつかってしまう

図12　物理的距離に関する困難のχ2値比較
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129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦痛である

133. 相手の空間に入り込んでいることに気づかずに、相手
に近寄りすぎることがある

134．人との物理的距離感がわからずにぶつかってしまう

135. 混雑した場所では、人や物をうまくよけられずにぶつ
かったり、足を踏まれたりする

128. 人から近寄られるのは好きではない

図13　物理的距離に関する困難のオッズ比比較
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３．６　全項目の中で皮膚感覚に関する困難度の高い20項目
　全項目における困難度の高い20項目についてχ2値比較で示したのが図14，オッズ比比較で示したのが図
15である。
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031. 服が濡れたときに肌に張り付くのはどうしても我慢できない

129. 電車で人に挟まれて座るのは耐え難く苦痛である

038. ちくちくした服が苦手だから、セーターというものは所持して
いない

116. 入浴の際、お湯の熱さに慣れるまでしばらく時間がかかる

001. 髪の毛が肌にわずかに触れても苦痛である

035. ひだ飾り、紐、レース、ポリエステル、ワイヤー、ホック、フ
リルが嫌い

106. ゴム手袋や指サックは嫌いである

070. 濡れるのがとても苦手である

030. 服がちょっとでもぬれたり汚れたりしたら我慢できない

133. 相手の空間に入り込んでいることに気づかずに、相手に近寄り
すぎることがある

017. ナイロンの服のガサガサした肌触りが苦手である

051. 絵の具が手に付いたらすぐに洗い流さずにはいられない

033. 服の裏の縫い目のでこぼこが痛い

073. 濡れた砂の感触はとても苦手である

127. 身体のあちこちが常にかゆい

016. ウールの服のざらっとした生地は、ちくちくと痛みを感じるか
らまったく着られない。

110. 低気圧がくるときは空気がいつもよりも重く、全身にずっしり
とまとわりつくように感じる。

040. タイトなジーンズは履けない

024. 服の裏側に針みたいなのものがあり、ちくちくと肌に刺ささる
ような痛い感覚なため、着られない服が多数あった

032. 首にタグが触れるのはちくちくして耐えられない。

図14　全項目の中で皮膚感覚に関する困難度の高い20項目（χ2値比較）
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４．皮膚感覚の困難の理解・支援に関する調査の結果

４．１　触覚に関する理解・支援
４．１．２　能動触に関する理解・支援
　本人のチェック率が最も高くなった項目は「160. 好きな感触の毛布やマット，ふわふわのぬいぐるみ等があ
ると安心できる」29.7％，次いで「166. 犬や猫の毛をなでると落ち着く」26.6％，「158. 毛布にすっぽり包まれ
ている感触は，体調や気分の悪さから気を紛らわしたり，不安を和らげたり，すり減った神経を休めたり，ピ
リピリ・イライラした感情をなだめたりする効果がある」22.7％，「162. やわらかな枕にできるだけ深く頭を
沈みこませると落ち着く」14.8％，「156. シーツのやわらかい感触に足の指をすべらせるのが好きである」
14.1％，「148. 下着や上着は同じ素材でいくつかの色や柄で数枚買いそろえている」13.3％，「144. 洋服のタグ
は外す。タグを外せない物は買わない」12.5％と続いている。
　次に，能動触の理解・支援ニーズの項目のうち，χ2検定の結果，上位10項目を示したものが図16である
（上位 8項目が 1％水準で有意差があり，残り 2項目は 5％水準で有意差が見られた）。「148. 下着や上着は同
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001. 髪の毛が肌にわずかに触れても苦痛である

035. ひだ飾り、紐、レース、ポリエステル、ワイヤー、ホック、
フリルが嫌い

106. ゴム手袋や指サックは嫌いである

070. 濡れるのがとても苦手である

033. 服の裏の縫い目のでこぼこが痛い

038. ちくちくした服が苦手だから、セーターというものは所持し
ていない

017. ナイロンの服のガサガサした肌触りが苦手である

024. 服の裏側に針みたいなのものがあり、ちくちくと肌に刺ささる
ような痛い感覚なため、着られない服が多数あった

116. 入浴の際、お湯の熱さに慣れるまでしばらく時間がかかる

015. 純毛の衣服は我慢できない

019. ポリエステルの服が苦手である

090. 好きな人でも、肩を抱かれるのも、手を繋がれるのも嫌であ
る。体に触れられると思うと相手が誰であれ緊張する

091. 初めての人と握手することができない

030. 服がちょっとでもぬれたり汚れたりしたら我慢できない

031. 服が濡れたときに肌に張り付くのはどうしても我慢できない

051. 絵の具が手に付いたらすぐに洗い流さずにはいられない

028. 大きなサイズでゆったりした服でないと接触面積が大きいた
めに、それに気をとられて集中力が落ちる。

088. 肩を触られるのが異様に嫌いである

073. 濡れた砂の感触はとても苦手である

127. 身体のあちこちが常にかゆい

図15　全項目の中で皮膚感覚に関する困難度の高い20項目（オッズ比比較）
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じ素材でいくつかの色や柄で数枚買いそろえている」15.3が最も高く，次いで「144. 洋服のタグは外す。タグ
を外せない物は買わない」12.5，「154. ざらざらとしたカーペットは気持ちよい。カーペットの繊維に体をこ
すられるのが心地良い」9.3，「139. 液状の石鹸なら固形程には痛くはなく使える」「163. 汗をかくと痛いので，
帰宅するとまずシャワーを浴びる」がともに8.4で続いている。
　オッズ比を用いて比較し，有意差が見られたものをオッズ比の高い順に並べたものが図17である（項目は
すべて 5％水準で有意差がみられた）。最もオッズ比の高い項目は「164. おふろは床やマットが濡れる前に入
り，バスマットはすぐに水分を吸い取り，濡れた感触のしないものを使用している」36.0，次いで「158. 毛布
にすっぽり包まれている感触は，体調や気分の悪さから気を紛らわしたり，不安を和らげたり，すり減った神
経を休めたり，ピリピリ・イライラした感情をなだめたりする効果がある」22.4，「173. 本の背表紙の溝に指
を滑らせると，滑らかでまっすぐで，心を落ち着かせてくれる感触である」20.3，「149. 不安なときや孤独な
ときは，革のジャケットのなめらかな手触り，コートのポケットの内側に張られているすべすべの裏地など服
の感触が慰めになってくれる」20.3，「168. 手のひらで硬くてざらざらした木肌をなでたり，溝を指先でなぞっ
たりするのが好きである」16.1が上位に挙がっている。
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148. 下着や上着は同じ素材でいくつかの色や柄で
数枚買いそろえている。

144. 洋服のタグは外す。タグを外せない物は買わ
ない。

154. ざらざらとしたカーペットは気持ちよい。
カーペットの繊維に体をこすられるのが心地良い。

139. 液状の石鹸なら固形程には痛くはなく使える。

163. 汗をかくと痛いので、帰宅するとまずシャ
ワーを浴びる。

147. 顔や手に服を押しあてて手触りを確かめ、痛
くない服を買っている。

169. 粘土ほど混じり気がなく、魅力的な手触りを
知らない

137. カミソリは苦手だが回転式の電気カミソリな
ら我慢できる。

172. 乾電池のつめたくて、すべすべして、手のひら
にしっくりおさまる感触が気持ちいい。

176. カーブしたものを指でなぞると安心する。

図16　能動触に関する理解・支援のχ2値比較

－ 85 －

笹ケ瀬，他 : 発達障害者の「皮膚感覚」の困難・ニーズに関する研究



４．１．２　受動触に関する理解・支援
　チェック率が高かった項目は「179. 動揺しているときに，手をつないで励ましてもらえると安心できる」
「184. ぎゅーと静かに抱きしめられると安心する。長くやるとより安心する」がともに18.8％であった。次い
で「177. 頭をなでられると落ち着く」14.8％，「183. そっと抱いてもらうことが，どんな薬やセラピーより，
何よりも役に立ってくれる」11.7％，「180. お医者さんの診察では，診察のために触れる，と説明されれば，
その場は耐えられる」10.9％，「178. フラッシュバックになったとき，背中をさすってもらうと安心できる」
10.2％と続いている。
　χ2検定による結果を示したものが図18である（上位 2項目は 1％水準で有意差がみられ，下位 2項目は
5％水準で有意差が見られる）。「180. お医者さんの診察では，診察のために触れる，と説明されれば，その場
は耐えられる」10.5が最も高く，次いで「181. 相手の動きを予測できるようになり，触れられるとわかるよう
になったため，触られても驚かずに済む」6.7，「179. 動揺しているときに，手をつないで励ましてもらえると
安心できる」6.0，「183. そっと抱いてもらうことが，どんな薬やセラピーより，何よりも役に立ってくれる」
5.6と続いた。
　オッズ比を用いて比較した結果が図19である。上から順に「180. お医者さんの診察では，診察のために触
れる，と説明されれば，その場は耐えられる」13.9，「181. 相手の動きを予測できるようになり，触られると
わかるようになったため，触られても驚かずに済む」9.6，「183. そっと抱いてもらうことが，どんな薬やセラ
ピーより，何よりも役に立ってくれる」3.7，「179. 動揺しているときに，手をつないで励ましてもらえると安
心できる」2.7という結果となった。この 4項目はすべて 5％水準で有意差がみられた。
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164. おふろは床やマットが濡れる前に入り、バスマットは
すぐに水分を吸い取り、濡れた感触のしないものを使用し

ている。

158. 毛布にすっぽり包まれている感触は、体調や気分の悪
さから気を紛らわしたり、不安を和らげたり、すり減った
神経を休めたり、ピリピリ・イライラした感情をなだめ…

173. 本の背表紙の溝に指を滑らせると、滑らかでまっすぐ
で、心を落ち着かせてくれる感触である。

149. 不安なときや孤独なときは、革のジャケットのなめら
かな手触り、コートのポケットの内側に張られているべす

べの裏地など服の感触が慰めになってくれる。

168. 手のひらで硬くてざらざらした木肌をなでたり、溝を
指先でなぞったりするのが好きである。

165. 湿ったタオルで手をふかなくてもよいようにタオルか
けには縦2つ折りにしたタオルを2枚掛けている。

136. 髪の毛が肌に触れないように、おでこや肩に当たらな
い場所で縛っている 。

145. ラベルや縫い目が肌をこすり繊維が背中を刺すのを、
何かに気を紛らわしたり、自分の思考に集中したりして無

視できるように訓練してきた。

166. 犬や猫の毛をなでると落ち着く。

図17　能動触に関する理解・支援のオッズ比比較
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４．２　圧覚に関する理解・支援
　圧覚に関する調査項目全 7項目のうち，本人のチェック率が高かった項目は「203. マッサージは緊張がと
け，リラックスできる」24.2％，次いで「191. 寝るときは，掛け布団にくるまって，すっかりうもれて寝てい
る」22.7％，「189. 毛布にくるまったりマットレスの下にもぐったり，ソファのクッションの下にもぐりこん
だときの圧迫が心地よい」15.6％となっている。その他，「190. シーツで身体を包むと，自分の身体を感じら
れて楽しく，落ち着ける」11.7％，「188. 分厚いものにはさまれていると安心する」「187. 身体に均等の圧力を
加えられると安心できる」がそれぞれ9.4％であった。また「193. 布団は重たいほうが好きである。羽毛布団
のような軽い布団は嫌である」「198. カチッとした服を着ていると，自分の体がわかる」「201. 弾力のあるボー
ルを握るとイライラが解消できる」がそれぞれ8.6％で並んでいる。
　χ2検定の結果，有意差が見られた項目が図20である（上位 3項目が 1％水準，下位 6項目は 5％水準で有
意差がみられた）。「198. カチッとした服を着ていると，自分の体がわかる」9.3が最も高く，次いで「195. ター
トルネックのシャツから受けるフィット感は心地良い」8.4，「199. 手や足は感覚がないけれど，圧を受けると両
手両足の存在を感じる」7.4であった。その他，「192. 夜はベッドのシーツと毛布を，かっちりとマットレスの下
にたくし込んで寝る」6.4，「201. 弾力のあるボールを握るとイライラが解消できる」「200. 低ウレタンクッショ
ンを握っていると手のひらに返ってくる刺激のおかげで，ストレスが解消される」がともに5.5で続いている。
　オッズ比を用いて比較した結果が図21である。χ2検定の結果と上位 3位までは全く同様の項目が並びんで
いる。なお，図21の項目はすべて 5％水準で有意差がみられた。
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180. お医者さんの診察では、診察のために触れ
る、と説明されれば、その場は耐えられる。

181. 相手の動きを予測できるようになり、触られ
るとわかるようになったため、触られても驚かず

に済む。

179. 動揺しているときに、手をつないで励まして
もらえると安心できる。

183. そっと抱いてもらうことが、どんな薬やセラ
ピーより、何よりも役に立ってくれる。

図18　受動触に関する理解・支援のχ2値比較

13.9

9.6

3.7

2.7

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0

180. お医者さんの診察では、診察のために触れ
る、と説明されれば、その場は耐えられる。

181. 相手の動きを予測できるようになり、触られ
るとわかるようになったため、触られても驚かず

に済む。

183. そっと抱いてもらうことが、どんな薬やセラ
ピーより、何よりも役に立ってくれる。

179. 動揺しているときに、手をつないで励まして
もらえると安心できる。

図19　受動触に関する理解・支援のオッズ比比較
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４．３　温覚・冷覚に関する理解・支援
　温覚・冷覚の調査項目は全 4項目であり，チェック率の高い順に並べると「204. 体温調節が苦手なため，衣
服で温度調節をしている」11.7％，「205. 外に出ただけで気温がほぼ正確に分かる」9.4％，「206. 熱いお湯は痛
いけれど体に心地よい効果をもたらす」7.0％「207. 手や足は感覚がないけれど，熱を受けると両手両足の存
在を感じる」6.3％となっている。

9.3

8.4

7.4

6.4

5.5

5.5

4.5

4.3

4.0

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0

198. カチッとした服を着ていると、自分の体がわ
かる。

195. タートルネックのシャツから受けるフィット
感は心地良い。

199. 手や足は感覚がないけれど、圧を受けると両
手両足の存在を感じる。

192. 夜はベッドのシーツと毛布を、かっちりと
マットレスの下にたくし込んで寝る。

201. 弾力のあるボールを握るとイライラが解消で
きる。

200. 低ウレタンクッションを握っていると手のひ
らに返ってくる刺激のおかげで、ストレスが解消さ

れる。

196. きついバンドの腕時計の圧迫が大きな治療効
果を発揮してくれる

190. シーツで身体を包むと、自分の身体を感じら
れて楽しく、落ち着ける。

203. マッサージは緊張がとけ、リラックスでき
る。

図20　圧覚に関する理解・支援のχ2値比較
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198. カチッとした服を着ていると、自分の体がわ
かる。

195. タートルネックのシャツから受けるフィット
感は心地良い。

199. 手や足は感覚がないけれど、圧を受けると両
手両足の存在を感じる。

201. 弾力のあるボールを握るとイライラが解消で
きる。

190. シーツで身体を包むと、自分の身体を感じら
れて楽しく、落ち着ける。

203. マッサージは緊張がとけ、リラックスでき
る。

図21　圧覚に関する理解・支援のオッズ比比較
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　χ2検定の結果を示したものが図22である（3項目に 1％水準で有意差がみられ，残り 1項目は 5％水準で
有意差がみられた）。最もχ2値が高かった項目は「204. 体温調節が苦手なため，衣服で温度調節をしている」
11.5であり，次いで「205. 外に出ただけで気温がほぼ正確に分かる」10.3，「207. 手や足は感覚がないけれど，
熱を受けると両手両足の存在を感じる」7.4，「206. 熱いお湯は痛いけれど体に心地よい効果をもたらす」5.8
の順となった。
　オッズ比による検討結果を示したものが図23である。オッズ比が最も高い項目は「205. 外に出ただけで気
温がほぼ正確に分かる」24.6，次いで「204. 体温調節が苦手なため，衣服で温度調節をしている」15.0，「206. 
熱いお湯は痛いけれど体に心地よい効果をもたらす」8.5の順となり，これらは 5％水準で有意差がみられた。

４．４　物理的距離に関する理解・支援
　物理的距離に関する理解・支援の調査項目は全 3項目である。チェック率の高い順に並べると，「209. 列に
並ぶときには十分な間隔をとってほしい」27.3％，「210. 体に触れる前にはあらかじめ声をかけてほしい」
22.7％，「211. 他の人とどのくらい距離をあければ失礼にあたらないか教えてほしい」18.8％とどの項目も高
いチェック率となっている。
　物理的距離に関する理解・支援の項目をχ2検定で分析した結果を示したものが図24である。図24に示し
たすべての項目において 1％水準で有意差がみられ，χ2値の高い順に「211. 他の人とどのくらい距離をあけ
れば失礼にあたらないか教えてほしい」18.2，「209. 列に並ぶときには十分な間隔をとってほしい」17.0，「210. 
体に触れる前にはあらかじめ声をかけてほしい」16.7となった。
　オッズ比を用いて検討した結果を示したものが図25である。オッズ比の高い順に「211. 他の人とどのくら
い距離をあければ失礼にあたらないか教えてほしい」12.9，「210. 体に触れる前にはあらかじめ声をかけてほ
しい」6.4，「209. 列に並ぶときには十分な間隔をとってほしい」5.0である。なお，図25のすべての項目にお
いて5％水準で有意差がみられた。
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204. 体温調節が苦手なため、衣服で温度調節を
している

205. 外に出ただけで気温がほぼ正確に分かる。

207. 手や足は感覚がないけれど、熱を受けると
両手両足の存在を感じる。

206. 熱いお湯は痛いけれど体に心地よい効果を
もたらす

図22　温覚・冷覚に関する理解・支援のχ2値比較

24.6

15.0

8.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

205. 外に出ただけで気温がほぼ正確に分かる。

204. 体温調節が苦手なため、衣服で温度調節を
している

206. 熱いお湯は痛いけれど体に心地よい効果を
もたらす

図23　温覚・冷覚に関する理解・支援のオッズ比比較
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５．おわりに

　本稿では，発達障害を有する本人への調査を通して，発達障害の本人が有する皮膚感覚に関する多様な困
難・ニーズの実態や発達障害の本人が求めている支援を明らかにしてきた。「濡れた服」「チクチクした服」な
ど通常でも不快に感じる場合があるものはより顕著に敏感に不快さを感じ，「髪の毛」など通常ならばあまり
不快さを感じないほどの刺激においても大きな不快を感じていることが明らかになった。実際，これらの困難
を回避または緩和するために，肌触りでものを選ぶことや快適と感じる触刺激により安心感を得たり，圧刺激
を得ることが身体の症状を落ち着かせる効果があることも明らかとなった。
　今回の調査を通して，皮膚感覚では通常よりも刺激を敏感に感じとって困難を抱えている一方，触覚の低反
応から生じる困難を抱えていることも浮かび上がってきた。触覚には外界から自分の身体を守る「防衛的な反
応」と触った質感でこれは何かと分かる「識別的な反応」があるが，触覚において発達の困難がある場合に
は，触覚で識別することができないために防衛的反応が強くなっていることが推察される。
　例えば，友人がすれ違う際にちょっと触れただけで「何ぶつかってんだよ」と怒ってしまう子どものよう
に，外界の触覚情報を識別・処理・統合する力に発達の困難を有していると強く防衛反応や警戒反応が出てし
まう。皮膚感覚に発達の困難を有する子どもには，苦手な刺激を強要するのではなく，楽しく多様な触覚情報
に触れることのできる環境設定を行うことが必要である。
　さて今後の研究の課題であるが，調査対象数を増やし，障害種別，年齢，性別，所属（就労の有無）の比較
などを実施して，求める支援の違い等を検討していくことや，困難・ニーズの背景・要因を明らかにするため
の質的研究が必要である。

【附記】本研究に協力いただいた発達障害の本人・当事者124名，東京学芸大学の学生113名の方々に記して深
くお礼を申し上げる。また本研究は，「東京学芸大学平成24年度重点研究費」（研究代表：髙橋智）による研
究成果の一部である。
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211. 他の人とどのくらい距離をあければ失礼にあ
たらないか教えてほしい。

209. 列に並ぶときには十分な間隔をとってほし
い。

210. 体に触れる前にはあらかじめ声をかけてほし
い。

図24　物理的距離に関する理解・支援のχ2値比較
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211. 他の人とどのくらい距離をあければ失礼にあ
たらないか教えてほしい。

210. 体に触れる前にはあらかじめ声をかけてほし
い。

209. 列に並ぶときには十分な間隔をとってほし
い。

図25　物理的距離に関する理解・支援のオッズ比比較
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006. □ 爪
つめ

切
き

りは痛
いた

いので使
つか

うのはとてもつらい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

1）化
けしょうひん

粧品、石
せっ

けん等
など

007. □ 顔
かお

に何
なに

かを塗
ぬ

ることに抵
てい

抗
こう

があり、気
き

持
も

ちが悪
わる

くて化
け

粧
しょう

は全
まった

くできない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

008. □  化
かがく

学物
ぶっしつ

質が入
はい

っている石
せっ

けんやロ
ろ ー し ょ ん

ーション、シ
し ゃ ん ぷ ー

ャンプー、毛
け

染
ぞ

め剤
ざい

、香
こうすい

水は使
つか

うと湿
しっしん

疹や頭
ずつう

痛を起
お

こす。
    （具

ぐたいてき

体的に： ）

009. □ 固
こ

形
けい

石
せっ

けんは痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的： ）

010. □ 石
せっ

けんを使
つか

うと皮
ひ

脂
し

を取
と

りすぎてしまって肌
はだ

がちくちくする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

011. □ シ
し

ャ
ゃ

ン
ん

プ
ぷ

ー
ー

は使
つか

えないものが多
おお

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

012. □ 石
せきゆ

油系
けい

合
ごうせい

成洗
せんざい

剤は、触
さわ

るとすぐに赤
あか

くなり、かゆみが出
で

てくるので触
さわ

ることができない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

2）衣
い

服
ふく

、装
そうしんぐ

身具

013. □ 服
ふく

は綿
めん

100%
ぱーせんと

でないと耐
た

えられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

014. □ 動
どう

物
ぶつ

の毛
け

が入
はい

った素
そ

材
ざい

が苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

015. □ 純
じゅんもう

毛の衣
いふ く

服は我
がまん

慢できない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

１．あてはまる項
こうもく

目の□の部
ぶぶん

分にチ
ち ぇ っ く

ェックを入
い

れてください。（例
れい

：☑，□→■など）
２． チ

ち ぇ っ く

ェックのついた項
こうもく

目の中で，その詳
しょうさい

細がある場
ばあい

合には（具
ぐたいてき

体的に：　　）に可
か

能
のう

な範
はん

囲
い

でお書
か

き下
くだ

さい。（例：現
げんざい

在はそうではないが過
か こ

去はそうであったことや，あてはまる項
こうもく

目について自
じ

分
ぶん

で工
く

夫
ふう

していることなど。）
☆項
こうもく

目が大
たいへん

変多
おお

くなっていますので，ぜひ休
きゅうけい

憩をとりながらご自
じぶん

分のペ
ぺ ー す

ースに合
あ

わせてお進
すす

めください。

発達障害者の皮膚感覚の困難・ニーズに関する実態調査

Ⅰ．皮
ひ ふ

膚感
かんかく

覚の困
こんなん

難に関
かん

するチ
ち ぇ っ く り す と

ェックリスト
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016. □ ウ
う ー る

ールの服
ふく

のざらっとした生
き じ

地は、ちくちくと痛
いた

みを感
かん

じるからまったく着
き

られない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

017. □ ナ
な

イ
い

ロ
ろ

ン
ん

の服
ふく

のガ
が さ が さ

サガサした肌
はだ

触
ざわ

りが苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

018. □ サ
さ て ん

テンの服
ふく

が苦
にが て

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

019. □ ポ
ぽ り え す て る

リエステルの服
ふく

が苦
にが て

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

020. □ シ
し

ル
る

ク
く

は柔
やわ

らかくて好
す

きではない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

021. □ ジ
じ

ー
ー

ン
ん

ズ
ず

の肌
はだ

触
ざわ

りが嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

022. □ ト
と

レ
れ ー な ー じ

ーナー地のジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

ジ
じ

の服
ふく

の裏
うら

の感
かん

触
しょく

が嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

023. □ 服
ふく

の生
き

地
じ

が肌
はだ

に触
ふ

れることがとても不
ふ

快
かい

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

024. □ 服
ふく

の裏
うらがわ

側に針
はり

みたいなのものがあり、ちくちくと肌
はだ

に刺
さ

ささるような痛
いた

い感
かんかく

覚なため、着
き

られない服
ふく

が多
たすう

数あった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

025. □ 体
たいちょう

調の悪
わる

い時
とき

は「これは着
き

られない」ということや肌
はだ

がひりひりすることがある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

026. □  肌
はだ

ざわりがよくゆったりした服
ふく

しか着
き

られないため、それ以
いがい

外の衣
いふく

服の不
ふかいかん

快感を我
がまん

慢することはひどくエ
え ね る ぎ ー

ネルギー
を消
しょうもう

耗してしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

027. □ 服
ふく

の感
かんしょく

触が一
いちにちじゅうき

日中気になり、座
すわ

っていてもそれに気
き

を取
と

られてそわそわしている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

028. □ 大
おお

きなサ
さ

イ
い

ズ
ず

でゆったりした服
ふく

でないと接
せっしょくめんせき

触面積が大
おお

きいために、それに気
き

をとられて集
しゅうちゅうりょく

中力が落
お

ちる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

029. □ すすぎが足
た

りず、洗
せん

剤
ざい

がきちんと落
お

ちていない服
ふく

は、触
ふ

れると痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

030. □ 服
ふく

がちょっとでもぬれたり汚
よご

れたりしたら我
が

慢
まん

できない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

031. □ 服
ふく

が濡
ぬ

れたときに肌
はだ

に張
は

り付
つ

くのはどうしても我
が

慢
まん

できない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

032. □ 首
くび

にタ
た

グ
ぐ

が触
ふ

れるのはちくちくして耐
た

えられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

033. □ 服
ふく

の裏
うら

の縫
ぬ

い目
め

のでこぼこが痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

034. □ コ
こ ー と

ートの境
さかいめ

目や区
く

切
ぎ

りの部
ぶぶん

分がつらい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

035. □ ひだ飾
かざ

り、紐
ひも

、レ
れ ー す

ース、ポ
ぽ り え す て る

リエステル、ワ
わ い や ー

イヤー、ホ
ほ っ く

ック、フ
ふ り る

リルが嫌
きら

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

036. □ わずかに触
ふ

れる肌
はだ

着
ぎ

も毛
け

虫
むし

が這
は

っているように苦
く

痛
つう

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

037. □ 新
しんぴん

品の下
した ぎ

着は10回
かいいじょうせんたく

以上洗濯したものでなければ、着
き

心
ごこ ち

地がよくない。（具
ぐたいてき

体的： ）

038. □ ちくちくした服
ふく

が苦
にが て

手だから、セ
せ ー た ー

ーターというものは所
しょじ

持していない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

039. □ 学
がっこう

校の制
せいふく

服を着
き

るのはいやだった。気
き

になって、勉
べんきょう

強どころではない日
ひ

もあった。（具
ぐたいてき

体的に ）

040. □ タ
た

イ
い

ト
と

なジ
じ

ー
ー

ン
ん

ズ
ず

は履
は

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

041. □ ス
す か ー と

カートを履
は

くのはとてつもない苦
くつう

痛である。ひらひらした服
ふく

を避
さ

け、できるだけ皮
ひ

膚
ふ

を包
つつ

んいいたい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

042. □ 靴
くつした

下の、縫
ぬ

い目
め

や毛
けい と

糸など目
め

の粗
あら

い素
そ

材
ざい

の肌
はだ

触
ざわ

りが焼
や

けつくように感
かん

じる。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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043. □ 耳
みみ

栓
せん

やイ
い

ヤ
や

ホ
ほ

ン
ん

の感
かんしょく

触が苦
にが

手
て

でほとんど使
つか

えない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

044. □ ヘ
へ あ ぴ ん

アピンも金
きんぞく

属のボ
ぼ た ん

タンもア
あ く せ さ り ー

クセサリーの類
たぐい

は触
ふ

れるとひどく怖
こわ

い気
き

持
も

ちがする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

045. □ ア
あ

ク
く

セ
せ

サ
さ

リ
り

ー
ー

の類
たぐい

は肌
はだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

046. □ フ
ふ

ァ
ぁ

ー
ー

が首
くび

元
もと

に付
つ

く事
こと

はくすぐったくて、とても耐
た

えられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

3）文
ぶん ぐ

具

047. □ 上
じょうしつ

質な紙
かみ

の柔
やわ

らかくて表
ひょう

面
めん

を滑
すべ

るような感
かん

じが気
き

にいらない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

048. □ 本
ほん

のカ
か

バ
ば

ー
ー

は肌
はだ

触
ざわ

りが嫌
いや

で必
かなら

ずとる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

049. □ ス
す て ぃ っ く

ティックのりは何
なん

とか大
だいじょうぶ

丈夫だが、容
ようき

器に入
はい

っているでんぷんのりは少
すこ

しでも指
ゆび

につくと耐
た

えられない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

050. □ 粘
ねん

土
ど

の感
かんしょく

触が嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

051. □ 絵
え

の具
ぐ

が手
て

に付
つ

いたらすぐに洗
あら

い流
なが

さずにはいられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

052. □ ク
く れ よ ん

レヨンは柔
やわ

らかくてべたつくので嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

053. □ チ
ち ょ ー く

ョークの粉
こな

が苦
にが て

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

4）その他
た

054. □ ねとねとした感
かんしょく

触のものは苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

055. □ ぬるぬるした感
かんしょく

触のものは苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

056. □ やわらかいものに触
さわ

るのは苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

057. □ 電
でん

車
しゃ

の手
て

すり、つり革
かわ

、買
か

い物
もの

のカ
か

ー
ー

ト
と

のつかむところのヌ
ぬ る ぬ る

ルヌルする感
かんしょく

触は苦
にが て

手である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

058. □ 足
あし

が砂
すな

に触
ふ

れるのが苦
にが

手
て

なため海
かい

水
すい

浴
よく

に行けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

059. □ 畑
はたけ

の土
つち

のふわふわした柔
やわ

らかさは、不
ふ

安
あん

定
てい

で怖
こわ

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

060. □ 木
もく

材
ざい

に触
ふ

れるのが苦
にが

手
て

であり、割
わ

り箸
ばし

も苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

061. □ つやつやに塗
ぬ

られた木
き

に触
ふ

れるのは辛
つら

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

062. □ 金
きん

属
ぞく

の冷
つめ

たい感
かんしょく

触はとても苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

063. □ 口
こう

内
ない

に金
きん

属
ぞく

が入
はい

ると吐
は

き気
け

をもよおす。（具
ぐたいてき

体的に： ）

064. □ 金
きん

属
ぞく

カ
か

ト
と

ラ
ら

リ
り

ー
ー

（金
きんぞく

属のス
す ぷ ー ん

プーンやフ
ふ ぉ ー く

ォーク、ナ
な い ふ

イフなど）は使
つか

うことができない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

065. □ 歯
し か い

科医で金
きんぞくせい

属製の医
いりょう

療機
き き

器が口
くち

に入
はい

ることは大
たいへん

変な苦
くつ う

痛である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

066. □ 硬
こうか

貨の感
かんしょく

触はとても苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

067. □ 皮
ひ ふ

膚にホ
ほ こ り

コリでも何
なに

かがちょっとでもついていることが嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

068. □ 食
た

べ物
もの

の汁
しる

がちょっとでも口
くち

の周
まわ

りや手
てさき

先につくと、落
お

ち着
つ

かず、いちいち拭
ふ

かないと気
き

がすまない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）
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069. □ 料
りょうり

理は好
す

きだが、肉
にく

をさわったりすると、すぐに洗
せんざい

剤をつけて手
て

を洗
あら

わないと気
き

がすまない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

070. □ 濡
ぬ

れるのがとても苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

071. □ 顔
かお

が濡
ぬ

れるのがとても苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

072. □ 濡
ぬ

れている物
もの

に触
さわ

るのがとても苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

073. □ 濡
ぬ

れた砂
すな

の感
かんしょく

触はとても苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

074. □ 裸
はだし

足で濡
ぬ

れたところを歩
ある

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

075. □ 入
にゅうよく

浴のさいに自
じ

分
ぶん

で濡
ぬ

らしたところも歩
ある

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

076. □ 水
すい

泳
えい

のス
す

ノ
の

コ
こ

、コ
こ

ン
ん

ク
く

リ
り

ー
ー

ト
と

のプ
ぷ

ー
ー

ル
る

サ
さ

イ
い

ド
ど

は痛
いた

くて歩
ある

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

077. □ 水
すいてき

滴は痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

078. □ 皮
ひ ふ

膚に水
みず

が伝
つた

う感
かんしょく

触に耐
た

えられないためシ
し ゃ わ ー

ャワーを浴
あ

びることができない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

079. □ 背
せなか

中がびしょびしょであることが感
かんかく

覚でわからない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

080. □ 雨
あめ

に当
あ

たると体
からだ

に無
む

数
すう

の針
はり

がささるのと同
おな

じような痛
いた

みを感
かん

じる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

081. □ 汗
あせ

をかくとちくちく痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

082. □ 風
かぜ

が痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【受
じゅどうしょく

動触：触
ふ

れられること、他
たしゃ

者からされる行
こうい

為】

083. □ どんな触
ふ

れられ方
かた

であれ痛
いた

いと感
かん

じ、とてつもなく怖
こわ

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

084. □ 一
いっしゅんふ

瞬触れられるだけでも電
でん

気
き

が走
はし

ったようにビ
び

リ
り

ッ
っ

となる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

085. □ 軽
かる

くふんわり触
ふ

れられると、肌
はだ

の下
した

を虫
むし

が這
は

うような感
かん

じがする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

086. □ 軽
かる

く触
ふ

れられると過
かじょう

剰にくすぐったくて辛
つら

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

087. □ 顔
かお

に触
ふ

れられるとパ
ぱ

ニ
に

ッ
っ

ク
く

になる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

088. □ 肩
かた

を触
さわ

られるのが異
い

様
よう

に嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

089. □ 後
うし

ろから突
とつ

然
ぜん

肩
かた

を触
ふ

れられたら背
せ

筋
すじ

が凍
こお

りつくほど驚
おどろ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ）

090. □  好
す

きな人
ひと

でも、肩
かた

を抱
だ

かれるのも、手
て

を繋
つな

がれるのも嫌
いや

である。体
からだ

に触
ふ

れられると思
おも

うと相
あいて

手が誰
だれ

であれ緊
きんちょう

張する。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

091. □ 初
はじ

めての人
ひと

と握
あく

手
しゅ

することができない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

092. □ 手
て

をつなぐと、握
にぎ

りこぶしの中
なか

に丸
まる た

太がめり込
こ

んでくるように感
かん

じられる。（具
ぐたいてき

体的： ）

093. □ 病
びょういん

院での聴
ちょうしんき

診器や触
しょくしん

診は、注
ちゅうしゃ

射よりも嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

094. □ 人
ひと

に触
さわ

られるのが嫌
きら

いなためマ
ま

ッ
っ

サ
さ

ー
ー

ジ
じ

にも行
い

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

095. □ くすぐられるとかなり痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

096. □  人
ひと

に触
ふ

れられると、自
じぶん

分の中
なか

でいろいろな感
かんかく

覚がたくさん起
お

こりすぎて手
て

に負
お

えなくなるから、触
ふ

れられるのが
こわい。（具

ぐたいてき

体的に： ）
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097. □  人
ひと

から触
ふ

れられるのは覚
かくご

悟がいるため、触
ふ

れられるとわかると、何
なに

も感
かん

じないでいようと自
じぶん

分の体
からだ

から意
いしき

識や感
かんじょう

情
をきり離

はな

してしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

098. □ 抱
だ

きしめられることは目
め

が回
まわ

り、気
きぜつ

絶しそうなほど気
き

持
も

ちが悪
わる

くなるので、こわくて嫌
きら

いである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

２．圧
あっかく

覚

099. □ 家
いえ

では締
し

め付
つ

けるものは一
いっ

切
さい

身
み

につけず、下
した

着
ぎ

も着
き

ない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

100. □ パ
ぱ

ン
ん

ツ
つ

のゴ
ご

ム
む

でさえ、全
ぜん

身
しん

の血
ち

がとめられるような感
かん

じがして苦
くる

しくなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

101. □ 袖
そで

口
ぐち

にゴ
ご む

ムが入
はい

っている服
ふく

、ゴ
ご む

ムの入
はい

っているズ
ず ぼ ん

ボンやス
す か ー と

カートは拷
ごうもん

問のようである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

102. □ 帽
ぼう

子
し

は痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

103. □ 水
すいえいぼう

泳帽はしめつけが強
つよ

すぎてかぶれない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

104. □ ベ
べ る と

ルトはとても嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

105. □ 毛
け

糸
いと

のピ
ぴ

ッ
っ

タ
た

リ
り

とした手
てぶくろ

袋はム
む

ズ
ず

ム
む

ズ
ず

して気
き

持
も

ち悪
わる

くなり苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的： ）

106. □ ゴ
ご む

ム手
てぶくろ

袋や指
ゆび

サ
さ

ッ
っ

ク
く

は嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

107. □ 靴
くつ

下
した

は痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

108. □ ス
す

ト
と

ッ
っ

キ
き

ン
ん

グ
ぐ

は締
し

め付
つ

けられ、足
あし

をかみつかれたように感
かん

じるから履
は

かない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

109. □ ス
す

ニ
に

ー
ー

カ
か

ー
ー

は痛
いた

くて歩
ある

けないくらい締
し

めつけられる感
かん

覚
かく

がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

110. □ 低
ていきあつ

気圧がくるときは空
くうき

気がいつもよりも重
おも

く、全
ぜんしん

身にずっしりとまとわりつくように感
かん

じる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

３．温
おん

覚
かく

・冷
れい

覚
かく

111. □ 外
がい

部
ぶ

と自
じ

分
ぶん

の身
から だ

体との温
おん

度
ど

差
さ

に過
か

剰
じょう

に反
はん

応
のう

する。（具
ぐたいてき

体的に： ） 

112. □ 自
じぶん

分で体
たいおんちょうせつ

温調節をすることができない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

113. □ 日
にっ

光
こう

にあたると体
からだ

がかゆくなりとても不
ふ

快
かい

になる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

114. □ 暖
だん

房
ぼう

で体
からだ

が温
あたた

まると皮
ひ

膚
ふ

がかゆくなり不
ふ

安
あん

になる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

115. □ おふろのお湯
ゆ

が普
ふ

段
だん

より一
いち

度
ど

上
あ

がっていても体
からだ

がかゆくなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

116. □ 入
にゅうよく

浴の際
さい

、お湯
ゆ

の熱
あつ

さに慣
な

れるまでしばらく時
じ

間
かん

がかかる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

117. □ とても熱
あつ

い砂
すな

の上
うえ

をはだしで歩
ある

くこともできるし、とても冷
つめ

たい水
みず

の中
なか

で泳
およ

ぎ続
つづ

けることもできる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

４．痛
つうかく

覚

118. □ すり傷
きず

、切
き

り傷
きず

、打
う

ち身
み

は日
にちじょうさはんじ

常茶飯事だが、気
き

づかない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

119. □ 教
おし

えてもらうまで痛
いた

みを感
かん

じたり、痛
いた

みに気
き

付
づ

くことができない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

120. □ 大
おお

きなけがをしても痛
いた

みの感
かんかく

覚がなく、血
ち

が流
なが

れている感
かんかく

覚で気
き

付
づ

く。
  （具

ぐたいてき

体的に： ） 
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121. □ 火
やけど

傷をしたときも、「今
いま

ジ
じ

ュ
ゅ

っていった？」程
ていど

度の感
かんかく

覚であり、よく火
やけど

傷をしていることを忘
わす

れてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

122. □ 痛
いた

いという感
かんかく

覚がないため、腸
ちょうへいそく

閉塞や骨
こっせつ

折しているときに自
じぶん

分から訴
うった

えるということがなかった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

123. □ 注
ちゅうしゃ

射をしても注
ちゅうしゃばり

射針が体
からだ

に刺
さ

さっている感
かん

じも痛
いた

みもあまり感
かん

じない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

124. □ 蚊
か

にひどく刺
さ

されてもかゆみを感
かん

じない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

125. □ 人
ひと

の足
あし

を踏
ふ

んでも分
わ

からないし、人
ひと

を押
お

しのけても分
わ

からない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

126. □ ほとんど絶
た

え間
ま

なく、ぞくぞくと震
ふる

えるような感
かんかく

覚が、背
せぼね

骨を伝
つた

って腰
こし

へ降
お

りていく感
かん

じに悩
なや

まされている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

127. □ 身
か

体
らだ

のあちこちが常
つね

にかゆい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

５．物
ぶつりてき

理的距
きょ り

離

128. □ 人
ひと

から近
ちか

寄
よ

られるのは好
す

きではない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

129. □ 電
でんしゃ

車で人
ひと

に挟
はさ

まれて座
すわ

るのは耐
た

え難
がた

く苦
く

痛
つう

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

130. □ ソ
そ

フ
ふ

ァ
ぁ

ー
ー

に二
ふた り

人並
なら

んで座
すわ

ることが苦
く

痛
つう

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

131. □ 二
ふたり

人で並
なら

んで座
すわ

ることが苦
く

痛
つう

なため、助
じょ

手
しゅ

席
せき

に座
すわ

れない。（具
ぐたいてき

体的に： ） 

132. □ 1 ｍ以
いじょうはな

上離れていても、人
ひと

の横
よこ

に並
なら

んでTVを見
み

ることができない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

133. □ 相
あい

手
て

の空
くう

間
かん

に入
はい

り込
こ

んでいることに気
き

づかずに、相
あい

手
て

に近
ちか

寄
よ

りすぎることがある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

134. □ 人
ひと

との物
ぶつりてききょりかん

理的距離感がわからずにぶつかってしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

135. □ 混
こんざつ

雑した場
ばしょ

所では、人
ひと

や物
もの

をうまくよけられずにぶつかったり、足
あし

を踏
ふ

まれたりする。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

Ⅱ．皮
ひ

膚
ふ

感
かん

覚
かく

に関
かん

する理
り

解
かい

・支
し

援
えん

チ
ち ぇ っ く り す と

ェックリスト

１．触
しょっかく

覚
【能動触：触

ふ

れること、自
じ

分
ぶん

から行
おこな

う行
こう

為
い

】

136. □ 髪
かみ

の毛
け

が肌
はだ

に触
ふ

れないように、おでこや肩
かた

に当
あ

たらない場
ばしょ

所で縛
しば

っている 。 （具
ぐたいてき

体的に： ）

137. □ カ
か み そ り

ミソリは苦
にがて

手だが回
かいてんしき

転式の電
でんき

気カ
か み そ り

ミソリなら我
がまん

慢できる（具
ぐたいてき

体的に： ）

1）化
けしょうひん

粧品、石
せっ

けん等
など

138. □ 石
せっ

けんはチ
ち く ち く

クチクするので体
からだ

を洗
あら

うときは天
てんねんゆ

然油（テ
て ぃ ー つ り ー

ィーツリーやホ
ほ ほ ば ゆ

ホバ油など）を使
つか

う。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

139. □ 液
えきじょう

状の石
せっ

鹸
けん

なら固
こ

形
けい

程
ほど

には痛
いた

くはなく使
つか

える。（具
ぐたいてき

体的に： ）

140. □ 自
し

然
ぜん

な材
ざいりょう

料の石
せっ

鹸
けん

を自
じ

分
ぶん

で作
つく

ったり買
か

ったりして使
つか

っている。（具
ぐたいてき

体的に： ） 
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141. □ 洗
せんたくよう

濯用の洗
せんざい

剤は炭
たんさんえん

酸塩（重
じゅうそう

曹の仲
なか ま

間）入
い

り石
せっ

けんで、柔
じゅうなんざい

軟剤代
が

わりにク
く

エ
え

ン
ん

酸
さん

を使
し

用
よう

している。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

142. □ 化
けしょうすい

粧水はグ
ぐ り せ り ん

リセリンを薄
うす

めたものを使い、乾
かんそう

燥しやすい目
めもとくちもと

元口元だけワ
わ せ り ん

セリンを塗
ぬ

っている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

2）衣
いふ く

服、装
そうしんぐ

身具

143. □ 縫
ぬ

い目
め

が針
はり

のように感
かん

じるので、下
したぎ

着は裏
うら

返
がえ

して着
き

る。縫
ぬ

い合
あ

わせがすべて表
おもて

に出
で

る服
ふく

がほしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

144. □ 洋
ようふく

服のタ
た ぐ

グは外
はず

す。タ
た

グ
ぐ

を外
はず

せない物
もの

は買
か

わない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

145. □  ラ
ら べ る

ベルや縫
ぬ

い目
め

が肌
はだ

をこすり繊
せん

維
い

が背
せ

中
なか

を刺
さ

すのを、何
なに

かに気
き

を紛
まぎ

らわしたり、自
じぶん

分の思
しこう

考に集
しゅうちゅう

中したりして無
む

視
し

できるように訓
くん

練
れん

してきた。（具
ぐたいてき

体的に： ）

146. □ 肌
はだぎ

着を着
き

て、綿
めん

ではない洋
ようふく

服が肌
はだ

に当
あ

たらないようにする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

147. □ 顔
かお

や手
て

に服
ふく

を押
お

しあてて手
て

触
ざわ

りを確
たし

かめ、痛
いた

くない服
ふく

を買
か

っている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

148. □ 下
した

着
ぎ

や上
うわ

着
ぎ

は同
おな

じ素
そ

材
ざい

でいくつかの色
いろ

や柄
がら

で数
すう

枚
まい

買
か

いそろえている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

149. □  不
ふあん

安なときや孤
こどく

独なときは、革
かわ

のジ
じ ゃ け っ と

ャケットのなめらかな手
て

触
ざわ

り、コ
こ ー と

ートのポ
ぽ け っ と

ケットの内
うちがわ

側に張
は

られているべす
べの裏

うらじ

地など服
ふく

の感
かんしょく

触が慰
なぐさ

めになってくれる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

150. □ デ
で

ニ
に

ム
む

は不
ふ

変
へん

で心
こころ

を落
お

ち着
つ

かせてくれる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

151. □ ア
あ く せ さ り ー

クセサリーは天
てんねん

然石
せき

とシ
し る ば ー

ルバー、チ
ち た ん

タンで自
じぶん

分で作
つく

る。（具
ぐたいてき

体的に： ）

152. □ ネ
ね っ く れ す

ックレスやかぎ針
ばり

編
あ

みのカ
か ー で ぃ が ん

ーディガンの網
あみめ

目に指
ゆび

を絡
から

ませると、気
き

持
も

ちが落
お

ち着
つ

いて安
あんしん

心する。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

153. □ 大
おお

きめで緩
ゆる

めの手
てぶくろ

袋で、指
ゆび

が全
ぜん

部
ぶ

覆
おお

われない手
て

袋
ぶくろ

なら何
なん

とかつけられる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

3）家
かていようせんいせいひん

庭用繊維製品

154. □ ざらざらとしたカ
か ー ぺ っ と

ーペットは気
き

持
も

ちよい。カ
か ー ぺ っ と

ーペットの繊
せんい

維に体
からだ

をこすられるのが心
ここち

地良
よ

い。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

155. □ ごわごわした絨
じゅうたん

毯の手
て

触
ざわ

りが好
す

きである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

156. □ シ
し

ー
ー

ツ
つ

のやわらかい感
かんしょく

触に足
あし

の指
ゆび

をすべらせるのが好
す

きである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

157. □ ベ
べ び ー

ビー毛
もうふ

布の裏
うらがわ

側の洗
あら

いざらした柔
やわ

らかなガ
が ー ぜ

ーゼが肌
はだ

に当
あ

たる感
かんしょく

触は安
やす

らぐ。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

158. □  毛
もうふ

布にすっぽり包
つつ

まれている感
かんしょく

触は、体
たいちょう

調や気
きぶ ん

分の悪
わる

さから気
き

を紛
まぎ

らわしたり、不
ふあん

安を和
やわ

らげたり、すり減
へ

った
神
しん

経
けい

を休
やす

めたり、ピ
ぴ

リ
り

ピ
ぴ

リ
り

・イ
い

ラ
ら

イ
い

ラ
ら

した感
かんじょう

情をなだめたりする効
こう

果
か

がある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

159. □ 寝
ね

る時
とき

は、何
なに

も着
き

ずに好
す

きな肌
はだ

触
ざわ

りの綿
わた

毛
もう

布
ふ

にくるまって寝
ね

るのが好
す

きである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

160. □ 好
す

きな感
かんしょく

触の毛
もう

布
ふ

やマ
ま

ッ
っ

ト
と

、ふわふわのぬいぐるみ等
など

があると安
あん

心
しん

できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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161. □ はだざわりがとてもよく、ふわふわで優
やさ

しい感
かん

じだから、寝
ねぶくろ

袋で寝
ね

るのが好
す

き
き

である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

162. □ やわらかな枕
まくら

にできるだけ深
ふか

く頭
あたま

を沈
しず

みこませると落
お

ち着
つ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ）

4）その他
た

163. □ 汗
あせ

をかくと痛
いた

いので、帰
きたく

宅するとまずシ
し ゃ わ ー

ャワーを浴
あ

びる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

164. □  おふろは床
ゆか

やマ
ま っ と

ットが濡
ぬ

れる前
まえ

に入
はい

り、バ
ば す ま っ と

スマットはすぐに水
すいぶん

分を吸
す

い取
と

り、濡
ぬ

れた感
かんしょく

触のしないものを使
しよう

用して
いる。（具

ぐたいてき

体的に： ）

165. □ 湿
しめ

ったタ
た

オ
お

ル
る

で手
て

をふかなくてもよいようにタ
た お る

オルかけには縦
たて

2 つ折
お

りにしたタ
た お る

オルを 2枚
まい

掛
か

けている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

166. □ 犬
いぬ

や猫
ねこ

の毛
け

をなでると落
お

ち着
つ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ）

167. □ 毛
け

皮
がわ

をなでていると落
お

ち着
つ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ）

168. □ 手
て

のひらで硬
かた

くてざらざらした木
きはだ

肌をなでたり、溝
みぞ

を指
ゆびさき

先でなぞったりするのが好
す

きである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

169. □ 粘
ねん

土
ど

ほど混
ま

じり気
け

がなく、魅
みりょくてき

力的な手
て

触
ざわ

りを知
し

らない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

170. □ 白
しろ

くてザ
ざ ら ざ ら

ラザラの敷
しきいし

石をはだしで踏
ふ

みつけて歩
ある

くと気
き

持
も

ちがいい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

171. □ つるつるの大
だい

理
り

石
せき

の上
うえ

をはだしで歩
ある

くと安
あん

心
しん

感
かん

がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

172. □ 乾
かんでんち

電池のつめたくて、すべすべして、手
て

のひらにしっくりおさまる感
かんしょく

触が気
き

持
も

ちいい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

173. □ 本
ほん

の背
せびょうし

表紙の溝
みぞ

に指
ゆび

を滑
すべ

らせると、滑
なめ

らかでまっすぐで、心
こころ

を落
お

ち着
つ

かせてくれる感
かんしょく

触である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

174. □ 外
がいしゅつじ

出時のパ
ぱ に っ く

ニックになりそうな時
とき

、小
ちい

さなぬいぐるみをほほに押
お

しつけると落
お

ち着
つ

けるので、持
も

ち歩
ある

いている。
  （具

ぐたいてき

体的： ）

175. □ いつもポ
ぽ け っ と

ケットに何
なに

か滑
なめ

らかなものを入
い

れておいて、何
なに

かあれば指
ゆび

を走
はし

らせ、安
あんしんかん

心感を得
え

られるようにしている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

176. □ カ
か

ー
ー

ブ
ぶ

したものを指
ゆび

でなぞると安
あん

心
しん

する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【受
じゅどうしょく

動触…触
ふ

れられること、他
たしゃ

者からされる行
こうい

為】

177. □ 頭
あたま

をなでられると落
お

ち着
つ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ） 

178. □ フ
ふ ら っ し ゅ ば っ く

ラッシュバックになったとき、背
せなか

中をさすってもらうと安
あんしん

心できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

179. □ 動
どうよう

揺しているときに、手
て

をつないで励
はげ

ましてもらえると安
あんしん

心できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

180. □ お医
い

者
しゃ

さんの診
しん

察
さつ

では、診
しん

察
さつ

のために触
ふ

れると説
せつ

明
めい

されれば、その場
ば

は耐
た

えられる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

181. □ 相
あいて

手の動
うご

きを予
よそく

測できるようになり、触
さわ

られるとわかるようになったため、触
さわ

られても驚
おどろ

かずに済
す

む。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

182. □ 自
じぶん

分の子
こ

どもにべたべた甘
あま

えられることで、触
ふ

れられることの不
ふかい

快が緩
かんわ

和された。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）
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183. □ そっと抱
だ

いてもらうことが、どんな薬
くすり

やセ
せ ら ぴ ー

ラピーより、何
なに

よりも役
やく

に立
た

ってくれる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

184. □ ぎゅーと静
しず

かに抱
だ

きしめられると安
あん

心
しん

する。長
なが

くやるとより安
あん

心
しん

する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

185. □ 前
まえ

からきつく抱
だ

きしめてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

186. □ 抱
だ

っこ法
ほう

（抱
だ

っこされてきつく抱
だ

きしめられる）を始
はじ

めて、気
き

持
も

ちが楽
らく

になった。
  （具

ぐたいてき

体的： ）

２．圧
あっかく

覚

187. □ 身
から

体
だ

に均
きん

等
とう

の圧
あつりょく

力を加
くわ

えられると安
あん

心
しん

できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

188. □ 分
ぶ

厚
あつ

いものにはさまれていると安
あん

心
しん

する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

189. □ 毛
もうふ

布にくるまったりマ
ま っ と れ す

ットレスの下
した

にもぐったり、ソ
そ ふ ぁ

ファのク
く っ し ょ ん

ッションの下
した

にもぐりこんだときの圧
あっぱく

迫が心
ここ

地
ち

よい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

190. □ シ
し ー つ

ーツで身
からだ

体を包
つつ

むと、自
じぶん

分の身
からだ

体を感
かん

じられて楽
たの

しく、落
お

ち着
つ

ける。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

191. □ 寝
ね

るときは、掛
か

け布
ぶ

団
とん

にくるまって、すっかりうもれて寝
ね

ている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

192. □ 夜
よる

はベ
べ っ ど

ッドのシ
し ー つ

ーツと毛
もうふ

布を、かっちりとマ
ま っ と れ す

ットレスの下
した

にたくし込
こ

んで寝
ね

る。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

193. □ 布
ふ

団
とん

は重
おも

たいほうが好
す

きである。羽
うもう ぶ と ん

毛布団のような軽
かる

い布
ふと ん

団は嫌
いや

である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

194. □ 帽
ぼうし

子の素
そざい

材に頭
あたま

も顔
かお

もぴっちり包
つつ

まれていると、常
つね

にきつい圧
あっぱくかん

迫感があって安
あんしん

心する。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

195. □ タ
た

ー
ー

ト
と

ル
る

ネ
ね

ッ
っ

ク
く

のシ
し

ャ
ゃ

ツ
つ

から受
う

けるフ
ふ

ィ
ぃ

ッ
っ

ト
と

感
かん

は心
ここ

地
ち

良
よ

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

196. □ きついバ
ば

ン
ん

ド
ど

の腕
うで

時
ど

計
けい

の圧
あっ

迫
ぱく

が大
おお

きな治
ちりょうこうか

療効果を発
はっ

揮
き

してくれる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

197. □ ズ
ず

ボ
ぼ

ン
ん

のベ
べ

ル
る

ト
と

をきつく締
し

め、小
ちい

さめの靴
くつ

をはいている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

198. □ カ
か ち っ

チッとした服
ふく

を着
き

ていると、自
じぶん

分の体
からだ

がわかる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

199. □ 手
て

や足
あし

は感
かん

覚
かく

がないけれど、圧
あつ

を受
う

けると両
りょうてりょうあし

手両足の存
そん

在
ざい

を感
かん

じる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

200. □ 低
てい

ウ
う れ た ん く っ し ょ ん

レタンクッションを握
にぎ

っていると手
て

のひらに返
かえ

ってくる刺
しげき

激のおかげで、ス
す と れ す

トレスが解
かいしょう

消される。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

201. □ 弾
だんりょく

力のあるボ
ぼ

ー
ー

ル
る

を握
にぎ

るとイ
い

ラ
ら

イ
い

ラ
ら

が解
かいしょう

消できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

202. □ 整
せい

体
たい

や鍼
はり

、温
おんねつりょうほう

熱療法は私
わたし

の感
かん

覚
かく

を肯
こう

定
てい

する方
ほう

に働
はたら

いた。（具
ぐたいてき

体的に： ）

203. □ マ
ま

ッ
っ

サ
さ

ー
ー

ジ
じ

は緊
きんちょう

張がとけ、リ
り

ラ
ら

ッ
っ

ク
く

ス
す

できる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

３．温
おん

覚
かく

・冷
れい

覚
かく

204. □ 体
たいおんちょうせつ

温調節が苦
にがて

手なため、衣
いふく

服で温
おんどちょうせつ

度調節をしている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

205. □ 外
そと

に出
で

ただけで気
き

温
おん

がほぼ正
せい

確
かく

に分
わ

かる。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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206. □ 熱
あつ

いお湯
ゆ

は痛
いた

いけれど体
からだ

に心
ここ

地
ち

よい効
こう

果
か

をもたらす。（具
ぐたいてき

体的に： ）

207. □ 手
て

や足
あし

は感
かん

覚
かく

がないけれど、熱
ねつ

を受
う

けると両
りょうてりょうあし

手両足の存
そん

在
ざい

を感
かん

じる。（具体的に： ）

４．痛
つうかく

覚

208. □ 痛
いた

みを感
かん

じにくいからか、虫
むしば

歯の治
ちりょう

療で歯
は

を削
けず

る時
とき

も、麻
ますい

酔をせずにできる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

５．物
ぶつりてききょり

理的距離

209. □ 列
れつ

に並
なら

ぶときには十
じゅうぶん

分な間
かん

隔
かく

をとってほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

210. □ 体
からだ

に触
ふ

れる前
まえ

にはあらかじめ声
こえ

をかけてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ） 

211. □ 他
ほか

の人
ひと

とどのくらい距
きょり

離をあければ失
しつれい

礼にあたらないか教
おし

えてほしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

ご協
きょうりょく

力、誠
まこと

にありがとうございました。
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発達障害者の「皮膚感覚」の困難・ニーズに関する研究

── 発達障害の本人調査から ──

Study on Difficulties and Support Needs of Cutaneouse Sensation of Persons 
with Developmental Disabilities from View Point of Survey of Persons with 

Developmental Disabilities

笹ケ瀬　菜生＊・田部　絢子＊＊・髙橋　智＊＊＊

Nao SASAGASE, Ayako TABE and Satoru TAKAHASHI

特別ニーズ教育分野

Abstract

 This study clarified the difficulties and support needs of cutaneouse sensation from view point of survey of persons with 

developmental disabilities. Period of survey was from November 2012 to January 2013, responses were received from 124 

persons with developmental disabilities (male: 93, female: 31, asperger syndrome: 36, high-function autism: 15, other 

pervasive developmental disabilities: 37, learning disabilities: 15, attention deficit / hyperactivity disorder: 20, mild 

intellectual disabilities: 19 and the others: 14. These were containing multiple responses in the case multiple disabilities) and 

113 students of Tokyo Gakugei University (male: 28, female: 86).

 It was clarified that persons with developmental disabilities feel discomfort still more sensitive at, these were usually 

discomfort, “wet cloths” “prickling cloths” and so on, and clarified that they feel discomfort at what were not discomfort in 

usual condition such as “hair”. Actually, it was clarified that obtaining a sense of safety by selection with the texture or by 

comfortable stimulus and obtaining stimulus of pressure, to avoid or mitigate those difficulties, had the effects of relief the 

somatic symptom.

 In this survey, it was clarified that persons with developmental disabilities had both difficulties, in cutaneouse sensation, 

due to sensitiveness and due to dullness in response. Cutaneouse sensation has “defensive effect” what protect the body from 

outside and “recognizing effect” what identify the subject by the touch. Retardation in development of tactile sense cause the 

difficulty on discrimination by the touch, and on the other hand, it is inferred that the defensive effect got intense. It is 

important that children with developmental difficulties on cutaneouse sesation need not extortion the obnoxious stimulus but 

environmental setting that has confortable and various tactile information.

Keywords:  Developmental Disabilities, Difficulties and Support Needs of Cutaneouse Sensation, Survey from View Point 

of Persons with Developmental Disabilities
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要旨:　本稿では，発達障害を有する本人への調査を通して，発達障害の本人が有する皮膚感覚に関する多様
な困難・ニーズの実態や発達障害の本人が求めている支援を明らかにしてきた。
　調査期間は2012年11月～ 2013年 1 月。発達障害の本人124名（男性93名，女性31名），東京学芸大学の学
生113名（男性28名，女性86名）から回答を得た。発達障害の本人の障害の内訳（重複の場合を含み複数回
答あり）は，アスペルガー症候群36名，高機能自閉症15名，その他の広汎性発達障害37名，LD15名，
ADHD20名，軽度の知的障害19名，その他14名である。
　「濡れた服」「チクチクした服」など通常でも不快に感じる場合があるものはより顕著に敏感に不快さを感
じ，「髪の毛」など通常ならばあまり不快さを感じないほどの刺激においても大きな不快を感じていることが
明らかになった。実際，これらの困難を回避または緩和するために，肌触りでものを選ぶことや快いと感じる
触刺激により安心感を得たり，圧刺激を得ることが身体の症状を落ち着かせる効果があることも明らかとなっ
た。
　今回の調査を通して，皮膚感覚において，通常よりも刺激を敏感に感じとり困難を抱えている一方，触覚の
低反応から生じる困難を抱えていることが浮かび上がってきた。触覚には外界から自分の身体を守る「防衛的
な反応」と，触った質感でこれは何かと分かる「識別的な反応」がある。触覚が発達していないと触覚で識別
することができない一方で，防衛的反応が強くなっていることが推察される。皮膚感覚において発達の困難を
有する子どもには，苦手な刺激を強要するのではなく，楽しく多様な触覚情報に触れることのできる環境設定
を行うことが必要である。

キーワード: 発達障害，皮膚感覚の困難・ニーズ，当事者調査
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